
１
月
に
台�

�

南�
�

市
を
訪
問
し
て
き
ま
し

た
。
台
南
市
は
台
湾
南
西
部
に
位
置

し
、
主
要
都
市
で
あ
る
台�

�

北�
�

か
ら
は
新

幹
線
で
２
時
間
ほ
ど
の
人
口
190
万
の
大

都
市
で
す
。
台
湾
と
い
え
ば
、
通
年
の

定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航
が
決
ま
り
、

３
月
30
日
に
は
待
望
の
第
一
便
が
就
航

し
ま
す
。
私
も
何
度
か
参
加
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
知
事
の
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
は
じ
め
県
内
市
町
村
長
ら
が

共
に
地
道
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
も
の

で
、
そ
う
い
っ
た
活
動
が
着
実
に
実
を

結
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

チ
ャ
ー
タ
ー
便
は
、
週
２
往
復
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
台
湾
と
の
時
間

的
･経
済
的
･感
覚
的
距
離
が
格
段
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。
市
と
し
て
は
こ
の
利
便

性
向
上
を
最
大
限
活
用
し
、
ま
ず
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
･ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
両
面

か
ら
の
観
光
振
興
と
市
民
交
流
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

訪
問
後
す
ぐ
に
、
台
南
市
の
黄
偉
哲

市
長
と
親
し
く
会
談
す
る
機
会
を
も
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
近
い
将
来
、

両
市
間
で
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
相
互

交
流
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
霜

鳥
学
長
と
佐
藤
秋
田
市
教
育
長
も
同
行

し
て
い
ま
す
。
台
南
市
と
の
交
流
は
、

平
成
29
年
に
台
南
應
用
科
技
大
学
と
美

大
が
学
術
的
成
果
の
向
上
を
目
的
に
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
こ

れ
が
交
流
の
端
緒
と
な
っ
た
も
の
で
あ

り
、
早
速
今
年
中
に
は
、
相
互
の
教
員

派
遣
を
通
じ
て
互
い
に
特
別
講
義
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

学
生
や
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら
交
流

を
深
化
･発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
に
は
台
南
市
の
学
校
と
秋

田
商
業
高
校
が
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
実
践
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
分
野
で
、
お
互
い
切�

�

磋�

琢�
�

磨�

す
る
場
面
な
ど
も
期
待
で
き
そ

う
で
す
。

実
は
、
台
湾
に
対
し
て
私
に
は
特
別

な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
現
在
95
歳
に
な

る
母
は
台
南
第
二
女
学
校
の
卒
業
生

で
、
以
前
は
日
本
の
同
窓
会
の
会
長
を

務
め
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
だ
っ
た
私

は
、
ひ
と
頃
、
台
南
在
住
の
母
の
同
級

生
の
お
嬢
さ
ん
と
文
通
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
20
年

の
終
戦
の
年
、
当
時
台
湾
に
い
た
私
の

両
親
は
、
台
南
市
に
程
近
い
高
雄
市
の

製
糖
工
場
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
二
人
に
と
っ
て
も
、
台
湾

は
若
い
頃
の
思
い
出
深
い
地
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
私
が
今
こ
う
し
て
台

湾
と
の
交
流
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
何
か
不
思
議
な
縁
を
感
じ

て
い
ま
す
。

台
南
市
は
日
本
統
治
時
代
の
建
築
や

文
化
財
な
ど
が
残
る
美
し
い
古
都
で
、

人
々
も
と
て
も
親
日
的
で
す
。
み
な
さ

ん
も
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利
用
し
て
行
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ

と
、
初
め
て
で
も
な
ぜ
か
懐
か
し
い
よ

う
な
お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ッ
ト
が
い
く

つ
も
み
つ
か
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

市長コラム

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)台南市の黄偉哲市長(前列右から２人目)らと

台
湾
を
訪
ね
て

◆市長の動向などは、市ホームページでお伝えしています。https://www.city.akita.lg.jp

２インバウンド＝外国から観光などで日本を訪れること／アウトバウンド＝日本から外国を訪れること　



u8:50からビジターセンター正面ゲート前でオープニングセ
レモニー…動物たちとオモリンがお出迎え！ 先着50組に動
物園オリジナルグッズを進呈。秋田銀行提供のお菓子もプレ
ゼント！(無くなり次第終了)

u9:15頃から大屋根広場で秋田公立美術大学の小
�

牟
�

禮
�

尊
� �

人
� �

教授
が、イヌワシ｢鳥海｣をモチーフに制作したガラス作品を解説

u大森山動物園のヒーロー｢ミルヴェンジャー７
���

｣も登場！
u美大学生による動物フェイスペインティング

ミーアキャット

★ミーアキャット展示場がリニューアル＆シマフクロウが仲間入り！

シマフクロウ

フ
タ
コ
ブ

ラ
ク
ダ

ア
ム
ー
ル
ト
ラ

ラ
イ
オ
ン
の
子
ど
も

３ 広報あきた　2019(平成31)年３月１日号

大森山動物園の名誉園長を務める高木美保さんを
講師にお迎えします。演題は｢動物園の窓を通して
見る生きものたちの多様な世界｣。講演後、15:00
からは小松 守園長とのフリートークと質問コーナ
ーもあります。先着220人。

問い合わせu南部地域づくり協議会☎(853)5727

３月16日(土)14:00〜16:00

高木美保さん講演会

対象uおとな５人以内の家族またはグループ 区画u６区画(１区画＝３〜６㎡程度)
◆花壇に植える草花は、各自で準備していただきます。ガーデナーには、花壇づくり

のためのパスポート(無料入園券)を交付します。活動は最終開園日の12月１日まで

【申し込み】はがき、電話、FAX、Eメールのいずれかで、｢My Zoo ガーデナー申し込み｣と明記し、代表者氏名･住
所･電話番号、参加人数を４月５日(金)までにお知らせください(応募多数の場合は抽選)。
〒010-1654 浜田字潟端154 大森山動物園 ☎(828)5508･FAX(828)5509･Eメール ro-inzo@city.akita.akita.jp

☎(828)5508

u普段は有料のエサやり体験が無料に！…サル山、
ラクダ、ヤギ、ゾウ、ポニー、キリン、カピバラなど

uなかよしタイム…ウサギ、モルモット、ポニーなどとふれ合
えます！

uクラフトショップ…手作り雑貨、アクセサリーの販売

■会場へは公共交通機関などでお越しください

日時

会場 南部市民サービスセンター別館(牛島)

   

第10回

なんぴあ 魅力アップセミナー

大森山動物園〜あきぎんオモリンの森〜

検索大森山動物園

開園
日時

３月16日(土)u12月１日(日)
9:00〜16:30
(入園は16:00まで)

入園料
720円(高校生以下無料)
年間パスポート1,230円

問い
合わせ


